
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

.. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎編集：新井絹世 横浜市磯子区丸山 2-24-3 ◎電話：045-751-5250 ◎FAX ：045-761-7451  ｗｗｗ．ａｒａｉｋｉｎｕｙｏ．ｊｐ 

 

 

2012年 7月号「vol：25」 

 県政を 

身近に 

を 

身近に 

 

武家の古都・鎌倉を 
世界遺産へ 

「武家の古都・鎌倉」の世界文化遺産登録を目指し、６月１５日に県議会議員１０５名全員が加入

する「武家の古都・鎌倉の世界遺産登録を推進する議員連盟」が発足しました。 

源頼朝によって幕府が開かれた鎌倉はそれまでの貴族支配に代わり将軍を中心にした政治の仕

組が作られた場所です。武家による国の支配は江戸時代が終わるまでの約７００年間存続し、武家

がつくりあげた精神や文化は日本文化の発展に重要な役割を果たしました。鎌倉の歴史的遺産は、

武家文化を今に伝える貴重な文化遺産といえます。「武家の古都・鎌倉」は、朝廷から独立した武

家政権が日本で初めて樹立され、その政治・支配の体制の中から武家文化が生み出されたことを示

す物証であること。加えて、「三方を山に囲まれ、一方が海に開く」要害的地形に武家が積極的に

働きかけ当時の土木技術を駆使して造り上げた結果、神社や寺院など武家政権にとって重要な施設

が自然地形の中で一体となって機能的に整備された政権所在地であり、神社・寺院・武家館跡・切

通・港跡の考古学的遺跡が「武家の古都・鎌倉」を構成する資産となっています。世界遺産の登録

にあたっては、ユネスコの「世界遺産条約履行のための作業指針」で定められている１０項目の評

価基準のうちいずれか１つ以上に当てはまる必要があります。鎌倉の場合、「現存するか消滅して

いるかにかかわらず、ある文化的伝統又は文明の存在を伝承する物証として無二の存在（少なくと

も希有な存在）である。」「歴史上の重要な段階を物語る建築物、その集合体、科学技術の集合体、

あるいは景観を代表する顕著な見本である。」に当てはまると判断されています。鎌倉の歴史的遺

産は、平成４年に「古都鎌倉の寺院・神社ほか」として、ユネスコ世界遺産委員会の暫定リストに

掲載されました。世界遺産登録の対象構成資産が鎌倉市だけではなく、隣接する横浜市、逗子市に

も所在することから、平成１９年に横浜市、逗子市及び広域行政を担う神奈川県の４県市が連携を

取り、その後文化庁と４県市でユネスコに提出する推薦書案の作成に取り組んできました。平成２

４年１月２７日に「武家の古都・鎌倉」の推薦書が、日本政府からユネスコ世界遺産センターへ提

出されました。手続きが順調に進めば夏から秋頃にユネスコの諮問機関である国際記念物遺跡会議

（イコモス）による現地調査が行われ、来年の夏頃に開催されるユネスコ世界遺産委員会の審査を

経て登録の可否が決定される予定です。 

「武家の古都・鎌倉」の世界遺産登録がなされれば、観光客増加、特に羽田空港24時間化により

訪日している外国人観光客による地域経済活性化にも繋がります。その一方で治安悪化や渋滞・ご

み問題など地域住民の不安の声もあります。観光振興と地域生活のバランスを取りながら、「武家

の古都・鎌倉」の世界遺産登録に向け県議会が一丸となって今後も取り組んでまいります。 

 

県議会議員 

あらい絹世プロフィール 

 

●昭和 43年 3月 8日 横浜市磯子区生まれ 

●横浜雙葉小・中 / 高等学校卒業 

●明治学院大学社会学部社会福祉学科卒業 

●日商岩井㈱ / ㈱メタルワン  

●自民党かながわ政治大学 12期生 

●平成 23年 4月 県議会議員初当選 

●厚生常任委員 

●社会問題対策特別委員 

 

 

●ホノルルマラソン / 東京マラソン 完走 
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時節の川柳大募集 先月のお題は「星」 
沢山のご投稿有り難う 
ございます 

次回の 

お題は 「海」 

ほ
し
い
物 

星
の
数
ほ
ど 

あ
る
け
れ
ど 

（
よ
っ
ち
ゃ
ん
の
母
） 

 
 

川
柳
が 

上
手
く
詠
め
た
よ 

星
ひ
と
つ
（
Ｓ
さ
ん
） 

 
 

昭和５年の紀元節（２月１１日）と天長節（４月２９日）に、本庁舎３階の現在大会議場（当

時の本会議場）にて「大舞踏会」が行われました。当時の山縣治郎知事が主催した在浜外国領事

ら約３００名を招待し、太鼓と三味線の音と共にシャンパン・ワインが振る舞われる中、燕尾服

とイブニングドレスが弧を描き華やかなダンスパーティーが開かれました。しかし当時は大不況、

多くの失業者が巷にあふれていた時期でもあり、「３００人の外国人は喜んでも多くの失業者を抱

えた１５０万県民は喜んでいない」と県議会から非難の声があがりました。これに対し「国際親

善は浜横浜を持つ本知事の任務である」と反論、国際県神奈川ならではの「事件」でありました。 

この事件が影響し新庁舎に新議場が出来て以降この議場は使用されなくなったが、歴史の重み

がある議場を寝かせておく手はないとのことで、この議場は予算委員会の開催場となりました。 

― 会議場でダンスパーティー ― 

 

 

６月２３日に磯子区役所駐車場で磯子区と区商連共催の朝市が開かれました。磯子区内の商店街

のうち今回は１０商店街が自慢の商品を出店。区と区商連が連携したイベントは今まで市内でも殆

ど行われていませんでした。今回の朝市で区内の商店街が一堂に会したことで、普段は利用しない

他の商店街の魅力を再発見した方も多いと思います。区内共通の買い物スタンプ券などにより区内

の商店街を周遊出来れば、区内商店街の更なる活性化にも繋がるのではないでしょうか。 

尚、神奈川県では平成２０年４月に議員提案による「神奈川県商店街活性化条例」が施行され

ました。県内の商店街の多くが衰退傾向にあり、その原因の一つとして商店街組織に加入してい

ない店舗が指摘されています。商店街の活性化を図るため商店会に加入してもらうことがこの条

例の目的となっています。 

流
れ
星 

数
よ
り
多
い 

願
い
事
（
い
と
さ
ん
） 

 

貴方の川柳を次号「あらい絹世の磯っ子 

レポート」に掲載します。 

・匿名、イニシャルで結構です。   

・お住まいの町名、差し支えなければお名前を

お書き下さい。 

・お申し込みは FAXで 

（締め切りは 7月 27日です） 

・残念ながら賞金・賞品の提供はございません。 

商店街活性化について 
あらい絹世はこう考えます 

次回の朝市は、７月２８日（土）に開催されます。 
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